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Psychological Positive Effect of Taking in Favorite Items: Effect of Habits of 
Taking in Favorite Items on State of A ffects and Sense of Sel f-Regression. 
中 間 玲 子* 
NAKAMA Reiko 
嗜好品摂取による心理学的効果について, タバコ ・ お酒 ・ コーヒー・ お茶の4 つの嗜好品をとりあげ, それを日常的に
摂取することによる感情状態(肯定感情 ・ 否定感情 ・ 安静感情) および自己回帰の程度の比較によって検討した。 本研究
では自己回帰を 「ありのままの自分に戻れるよう な気がする」 と感じられるような, 注意や配慮の対象 , あるいは, 行動
の源泉が, 自己以外のところから自己へと立ち返る過程ととらえ, 自分が日指すものや価値観などを確認する “自己感回
復” 因子, 自己以外のものに放射されていた注意やエネルギーが自己へと帰還する “自己帰還” 因子, 対象としての自己
をより鋭敏な感覚によってとらえる “自己感先鋭化” 因子という3 因子構造の尺度によって測定した。
20代男女を対象にイ ンターネット調査を行い, 各嗜好品の日常的摂取の有無と, 日常生活場面, リラックス場面, 緊張
場面, 休憩場面における感情状態 (肯定感情・ 否定感情・ 安静感情) および自己回帰の程度について回答を求めた。209 
名 (男性93名, 女性116名) 分の回答を有効データとして分析に用いた。
本研究の結果, 摂取による感情状態の変化や自己回帰の効果は, 主にタバコとお酒においてみられることが明らかとなっ
た。 タバコは特に緊張場面において感情状態を肯定的なものにすることと関連していた。 お酒は本研究でとりあげた各場
面を通して肯定あるいは安静感情, および自己回帰の程度に正の効果をもつようであった。 タバコとお酒を比較すると, 
お酒の方がより心理学的効果を多 く もたらすことが示されたが, 個人の摂取習慣と してとらえた場合には, タバコとお酒
を共に摂取する人がその心理学的効果を最も享受していることが示された。 また, お酒の摂取による心理学的効果は, 特
に男性において顕著であった。 
キーワード: 嗜好品, 感情状態, 自己回帰
Key words : taking in favorite items, state of affect, sense of sel f-regression 
問題
1 . 問題の所在
我々の生活には, “なく てよいもの”, すなわち “な
く ても生きていける” ものがたく さんある。 しかし, 同
時にそれらは “なく ては生きていけないもの” であった
りする。 なく ても死ぬわけではないが, ないと豊かに生
きられない。 精神的に苦痛を感じて死んでしまうかもし
れないし, あるいは, 数世代後に減んでしまうかもしれ




それがないと死んでしまう ものである。 だが我々は, 生
命維持に関係のない, なく てもよいものも摂取しながら





要な意味をもたないよう なもの」(栗田, 1994) と説明
される, ま さに, “なく てもよい” 飲食物である。 『日
本国語大辞典第二版』 (「嗜好品」, 2001) ではこの説明
に続き 「酒, お茶, コーヒ ,ー タバコの類。 嗜好物。」
と明記されており, その代表例と してはタバコ, 酒, コー
ヒ ,ー お茶が挙げられることが多い(高田, 2008)。 ちよつ
と一息ついたとき, あるいは, 一日の終わりにゆったり
と く つろぐ時間を過ごすとき, お茶やコーヒーなどを口
にする人は多いだろう。 タバコやお酒を楽しむ人もある




れを “心理学的効果” と呼び, 20-69歳の一般成人550名
を対象に, 四大嗜好品であるタバコ ・ お酒 ・ コーヒー ・ 
お茶に共通して指摘される心理学的効果を自由記述によっ
て探索的に検討した。 その結果, “コミ ュニケーショ ン
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の促進”, “リラ ックス反応” が, また, 具体的な種類
は異なるものの “ポジティ ブな気分の獲得” という共通




て, “セルフ ・ エ ンパワメ ント” (社会的環境において
直面する問題を上手く乗り越えることができるよう, 自
分自身の力を育む効果) , “ポジティ ブ気分の獲得” ,
“集中力の向上”, “コミ ュニケーショ ンの促進” の4 
因子が抽出されている。
リ ラ ックス反応やポジティ ブ気分の促進あるいは集中
力の向上は, タバコ ・ お酒などの検討から嗜好品の摂取
による心理学的効果として既に指摘されていたが, コミ ュ
ニケーショ ンの促進やセルフ ・ エ ンパワメ ントは, あま
り報告されてこなかった側面である。 横光ら (2015) で
はその他にも “問題解決の時間づく り”(お茶) , “生活
のリズム作り”(コーヒ )ー , “休息”(タバコ) が心理
学的効果として挙げられているが, これも今までの研究
においてあまり触れられてこなかったものであった。 横




あるとまとめている。 この観点に立てば “コミ ュニケー
ショ ンの促進”, “セルフ ・ エ ンパワメ ント”, “生活
のリズム作り”, “休息” といった事柄は, 当然 , 薬理
学的効果ではなく, プラセボ効果とされるであろう。 だ
がそれはプラセボ効果と呼ぶにしてもかなり広義にとら










果であるからである。 “コーヒー/テイーブレイ ク” と
いう時間や “ノ ミニケーシヨン” という慣習, 「まずは
一服」 という言葉などは, 嗜好品の摂取が, 状況の中断














酒の摂取がなされるのは, 多 く の場合, その後の仕事や





状況が非常に多い。 現在, 自宅以外でのタバコの摂取は, 
あるいは自宅であっても, 喫煙室を探したり喫煙室へ移
動したりすることを必要とすることがほとんどであり,


















いては高田 (2008) や横光ら (2015, 2017) にならい, 




来のものと しても, プラセボ由来のものと してもある程
度説明可能な効果である。 そのため, どの嗜好品摂取に


















ある。 なお, ここでいう “ありのままの自分” をとらえ
る視点は本人の主観であり, 本人が主観的にとらえた自
己イメ ージに対して, “ありのままの自分” と感じられ
るか否かを問題にするものである。 中間(2008) で示し
た “自己違和感” (「自分の本当にやりたいことは, 今
やっていることとは別にあるよう な気がする」, 「何とな
く, 今の私は, 仮の姿であるよう な気がする」 など) を
感じずにいられる状態ともいえよう。







間づく り” “生活のリズムを作る” “休息” などの効果
から, 嗜好品摂取は, まず, 自分に向き合う時間や空間
や心理的余裕の確保に寄与すると思われる。 そのよう な





である (Fenigstein, Schier, & Buss, 1975)。 私的自己意
識が高い状態においては, 自己についての知識が正確
(Tumor, 1978; Scheier, Buss, & Buss, 1978) , 自己を客
観的にとらえる (Franzoi, 1983) , 自己の感情状態の知
覚が鋭敏であ る (Scheier & Carver, 1976; Scheier, 
Carver, & Gibbons, 1979) など, 自己をより明確にとら
えることが, また, 個人的アイデンテイテイを重視する
(Cheek & Briggs, 1982) , 外的な情報にまどわされず
(Gibbons, Carver, Scheier & Hormuth, 1979) , 信念・ 態
度と一致した行動をとる(Scheier, 1980; Scheier, Buss, 
& Buss, 1978) , リアクタ ンス効果を強く示す(Carver 








う自己回帰の感覚は, Kemis (2003) が適応の中核的概
念と して位置づけた“authenticity” の概念と重なり合う
ところが大きい。 authenticity とは, 自身の真あるいは中
核の自己が何らの妨害も受けずに作用している状態に関




のが “過剰適応” である。 “過剰適応” とは, “外的適
応の過剰さ” と “内的適応の低下” という2 つの因子か
ら理解されるものであり (石津 ・ 安保, 2008) , 外的適
応が過剰なために内的適応が困難に陥っている状態であ
る (桑山, 2003)。 それを導く傾向としては, 「内的な欲
求を無理に抑圧してでも, 外的な期待や要求に応える努
力を行うこと」(石津, 2006) , 「対人関係や社会集団に
おいて, 他者の期待に過剰に応えよう とするあまりに, 
自分らしく ある感覚を失ってしまいがちな傾向」 (益子, 











の自分” という ものを失わずにいられるかが適応上, 重
要な観点となるのである。 自己回帰に対する嗜好品摂取
の寄与がもしも確認されるならば, その機序の解明など




なお, “自分らしく あること” を感じることができて
いる状態にあるか否かを問う観点は, “本来感” (伊藤 ・ 
小玉, 2005) などこれまでにも検討されてきた。 しかし
ながら, そのよう な状態へと至るための “動き” ・ “過
程” と しての自己回帰がとりあげられたことはあまりな










への意識や注意の帰還, の 4 側面を想定して構成するこ
ととする。 
3 . 本研究の目的


















応への要請” の程度が異なると想定される3 場面を設け, 
その場面間における自己回帰の程度の比較から検討する。 
具体的には, 外的適応への要請から解放された “リラ ッ
クス場面” , 外的適応への要請を非常に強く受けている
“緊張場面” , 外的適応への要請から一時的に解放され
た “休態場面” である。 場面との関連を考えると, 自己
回帰は, “リラ ックス場面” において最も強く, “緊張















的自己意識の高まりが孤独感 (Bell & Daly, 1985) や






強く関連すると予想される。 Hermans & Hermans-Jansen 
(1995) では, 日常の事柄が自己志向的なものであるか
関係志向的なものであるかの指標と して, そこに付随す





















w eb調査会社 (かんでんCS フォーラム) にイ ンター
ネット調査を依頼した。 調査時期は2014年10月。
2 . 調査対象
20歳代男女500名 (男女各250名)。 ただし, 回答傾向
や状況想起チェ ックへの回答から, 不適切な回答と思わ
れる者のデータは削除し, 最終的には209名 (男性93名, 
女性116名) を分析対象とした。 分析対象者の平均年齢
は26.01歳 (SD= 2.55) であった。
3 . 調査内容
(1)基本属性 : 年齢, 居住地域, 職業
(2)普段たしなむ嗜好品: タバコ, お酒, コーヒ ,ー お茶,
について回答を求めた (複数回答)。
(3)a) 日常生活場面 (最近の生活全般) , b) リラックス
場面, c) 緊張場面, d) 一時的休息場面の4場面を想
定し, それぞれの場面において, 一般感情状態, 自己 ・
他者感情状態, 自己回帰の感覚をそれぞれどの程度感
嗜好品摂取における心理学的効果の検討
じるか, 回答を求めた。 なお, 各場面を十分に想起で
きていることを確認するため, b) , c) , d) については, 
それぞれ具体的にどのよう な場面であるかを記述して
もらう手続きをと った。 その後, 「そのときのあなた
の状態について答えてく ださい」 という教示の後, 各
項目の回答を求めた。 用いた質問項目は下記の通りで
あった。
感情状態 : 肯定感情, 否定感情, 安静感情各 8 項目
からなる一般感情尺度24項目 (小川ら, 2000) 3。








己への意識や注意の帰還, の 4 側面を想定し, それら
に相当する項目を32項目 (① 8項目, ②12項目, ③ 4 
項日 , ④ 8項目) 作成した5。 ①, ②については, 
「そのときあなたは, 次のよう な感じをどのく らい感
じているか, 答えてく ださい。」 という同一教示の下
で, 「まったく感じない ・ ほんの少し感じる ・ いく ら
かは感じる ・ やや強く感じる ・ 強く感じる ・ とても強
く感じる」 の6 件法で回答を求めた。 ③については, 
「そのときのあなたの状況にどのく らいあてはまり ま
すか。」 という問いかけを示し, 「まったく あてはまら
ない ・ あてはまらない ・ どちらかという とあてはまら
ない ・ どちらかという とあてはまる ・ あてはまる ・ と
てもよく あてはまる」 の6 件法で回答を求めた6。 
結果
1 . 自己回帰尺度の作成




分析 (最尤法 ・ プロマックス回転) を場面ごとに行った。 
その結果, いずれの場面でも3 あるいは4 因子解が示さ
れたが, 因子の構造において4 場面間での共通性がより
高いのは4 因子解の場合であった。 そこで, 4 因子解の
結果をもとに, 4 場面中少なく とも3 場面に共通して同
様の因子に高く負荷する項目であることを採用項目の要
件とし, 4項目を削除した。
削除された4 項目のう ち3 項目は, 「いいことがあっ
たとき, その喜びがさらに増す」 「よい出来事があった












を行ったところ, 4 状況に共通して “自己感回復”,
“自己帰還”, “自己感先鋭化” の3 因子からなる構造



















確認的因子分析を行ったところ, x , GFI AGFI につ
いてはあまりよい値ではなかったが, 項目の多さによる
影響が考えられることやCFI> 0.9, RMSEA< 1.0であ
ることなどから, 許容しう る範囲であると考えられた





得点は “自己感回復得点” , 自己帰還因子の項目からな
る下位尺度得点は “自己帰還得点” , 自己感先鋭化因子
の項目からなる下位尺度得点は “自己感先鋭化得点” と, 
以下, 表記する。 
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Table 1 自己回帰尺度の確認的因子分析における適合度指標の値

















































































































































































































































































































































































































































































































も全状況においてa= .80以上であること を確認した後, 
各尺度得点を算出した。 それらの得点と, 自己回帰の各
下位尺度得点との相関係数を検討した。 その結果, 安静
感情, 肯定感情については, 仮説通り, 正の有意な関連







た。 その結果, いずれの得点においても, 状況の主効果
が有意であり ( 自己感回復得点 : F(2,3g3) = 119.48''' , ,72 
= .37; 自己帰還得点: F(2,34g)= 315.05''', r12= .60, 自己感
先 鋭化得点 : F (2,388)= 75.35-, r12= .27) , リラックス場面, 
休息場面 , 緊張場面の順に有意に得点が高かった
(p<.001)。 これより, 尺度の妥当性が示された。 
( 3 ) 感情状態との関連






( 1 ) 各嗜好品の摂取状況
本研究で扱う タバコ, お酒, コーヒ ,ー お茶の四大嗜
好品について, それぞれを摂取していた人の人数は, た
ばこ26名 (12.4%) , お酒84名 (40.2%) , コーヒ 1ー26名
(60.3%) , お茶165名 (78.9%) であった。男女ごとの結
果は Table 3 に示したとおりであった。 男女問わず, た











































































b) セル内の数値は男女ごとの相関係数の検討結果である。 右上部分が女性, 左下部分が男性における結果である。 
Table 4 各嗜好品の摂取得点と感情および自己回帰得点との関連
男 性 女 性



































































































































































































































































































































































































































































































































































































.05. ** .01, *** .001 
19 
中 間 玲 子









のであった。 ただし, 相関係数の数値はさほど高く なく, 
弱い相関であった。 お酒の摂取に関しては, 多く の変数
との間に有意な関連が示された。 関連が有意でなかった
ものは, 否定感情 ( 4場面すべて) , 自己帰還 (リラ ッ
クス場面, 休憩場面) , リラ ックス場面の肯定感情, 緊
張場面の安静感情のみであり, 他はすべて有意な関連を
示した。 相関係数の値も全体的にタバコの摂取との関連
より も高く, 自己感回復については日常場面, リラ ック
ス場面, 休態場面において, 中程度の相関を示していた。 






相関, お茶摂取と自己感先鋭化 (休態場面) および否定
感情 ( 日常場面) との間の正の相関が有意であったがい
ずれもごく弱いものであった。 





め, 多重共線性の点で不可能であった。 また, 4 つの嗜
好品摂取を独立変数と した検討では性別要因を除いたと
しても4 要因の分析となってしまう。 その場合, 分析の
手続きが煩雑にすぎることとなることもさることながら, 
該当者が 0 となる組み合わせが多数存在し, 分析自体が











ち, お茶とお酒の摂取率が100% であること (第 1 クラ
スタ, n= 74) , お茶の摂取率が0 %であること(第 2 ク
ラスタ, n= 44) , お茶と コーヒーの摂取率が100%であ
ること (第 3 クラスタ, n= 39) , お茶の摂取率が100% 
であるこ と (第 4 クラスタ, n= 52) を特徴とするもの
であった (Figure 1)。 お茶は全体の78.9% の者が摂取し
ている嗜好品でありその心理学的効果の解明は重要であ
る。 だが, このクラスタ分類ではタバコの摂取の効果を
とらえることが難しい。 また, 先の結果をふまえても, 
さほど有意義な分析ができるとは思われなかった。
そこでお茶の摂取を変数から除いた階層クラスタ分析
(Ward法, 平方ユークリ ッ ド距離) を再度行った。 その
結果, 同様に4 クラスタを得ることができた。 生成され
たクラスタから, お酒摂取群 (第 1 クラスタ, n= 26) , 
タバコ摂取群 (第2 クラスタ, n= 66) , 摂取なし群 (第
3 クラスタ, n= 66) , コーヒー摂取群 (第 4 クラスタ, n 
= 56) を設定することができた(Figure 2)。 お酒摂取
群の多く はコーヒーも摂取しており, タバコ摂取群の多
く はお酒と コーヒーも摂取していた。 なお, 各クラスタ
におけるお茶の摂取率を見たところ, 第 1 クラスタから














第1クラスタ 第2クラスタ 第3クラスタ 第4クラスタ
l たばこ 日お酒 日コーヒー ロお茶










 第1クラスタ 第2クラスタ 第3クラスタ 第4クラスタ
ロたばこ 日お酒 ロコーヒー
Figure 2 タバコ ・ お酒・ コーヒーの摂取の有無から
得られたクラスタ
その結果, 有意な交互作用あるいは主効果が見られた










男性 n=17 男性 n=20 
女性 n=9 女性 n=46 
4. コーヒー















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































F(3,201)=1 .62, r12=.02 
F(3,201)=1 .80, r12=.03 
F(3,201)=0.88, r12=.01 
F(3,201)=1 .66, r12=.02 
F(3,201)=2 .11 , r12=.03 
F(3,201)=0.58, r12=.01 
F(3,201)=3.25*, r12=.05 
F(3,201)=1 .05, r12=.02 






性 : F(1,201)=0.00, r12=.00
群 : F(3,201)=4.23**, r12=.06; 2>3
性 : F(1,201)= 17.99***, r12=.08; M>F 
群 : F(3,201)=1.35, t12=.02
性 : F(1,201)=4.61*, r12=.02; M>F
群 : F(3,201)=2.79*, r12=.04; 2>3
性 : F(1,201)=4.45*, t12=.02
群 : F(3,201)=4.12**, r12=.06; 2>3
性 : F(1,201)=10.20**, r12=.05; M>F
群 : F(3,201)=0.63, r12=.01
性 : F(1,201)=7.72**, r12=.04; M>F
群 : F(3,201)=0.58, r12=.01
性 : F(1,201)=9.02**, r12=.04; M>F
群 : F(3,201)=1.46, r12=.02
性 : F(1,201)=9.71**, t12=.05; M>F
群 : F(3,201)=1.05, r12=.02
性 : F(1,201)=0.69, r12=.00
群 : F(3,201)=6.44***, r12=.09; 1>34
性 : F(1,201)=0.22, t12=.00
群 : F(3,201)=3.09*, r12=.04; 1>4
性 : F(1,201)=0.01, r12=.00
群 : F(3,201)=4.55**, r12=.06; 1>4
性 : F(1,201)=4.32*, r12=.02; M>F
群 : F(3,201)=3.26*, r12=.05: 2>3
性 : F(1,201)=8.58**, r12=.04; M<F
群:F,(3,201)=2.78*, r12=.04; 12>4, 2>3 
性 : F(1,201)=1.37, r12=.007
群 : F(3,201)=1.22, r12=.018
性 : F(1,201)=0.33, r12=.002
群 : F(3,201)=4.41**, r12=.06; 1>4
性 : F(1,201)=0.02, r12=.00 
群 : F(3,201)=2.37 03 
* .05. ** .01, *** .001 
a)セルの上段が男性, 下段が女性の平均値および標準偏差 (括弧内) である。
b) 日常場面・ 自己感回復における性の単純主効果は第3 群において有意であった (F(1,201)=8.22**, r12=.04; M<F)。群の単純主効果は男性に
おいて有意であった(F,(3,201)=8.24***, r12=.11; 12>34)。 / 緊張場面・ 自己感回復における性の単純主効果は, 第 1 群 (F,(1,201)=7.87**, r12=.04; 
M>F) , 第 2 群 (F,〔1,201)=5.85*, r12=.03; M>F) , 第 3 群 (F,〔1,201)=4.19*, r12=.02; M<F) において有意であった。 群の単純主効果は男性におい
て (F(3,201)=7.95**, r12=.11; 1,2>34) 有意であった。/ 緊張場面・ 自己帰還における性の単純主効果は第1 群 (F(1,201)=4.17*, r12=.02; M>F) , 
第2 群 (F,〔1,201)=8.00**, r12=.04; M>F) において有意であった。群の単純主効果は男性において有意であった(F,(3,201)=6.12**, r12=.08; 1>3; 2>34) 
/ 緊張場面・ 自己感先鋭化における性の単純主効果は第1 群 (F(1,201)=4.82*, r12=.02; M>F) , 第 2 群 (F(1,201)=4.74*, r12=.02; M>F) , 第 3 群
(F〔1,201)=7.31**, r12=.04; MくF) において有意であった。 群の単純主効果は男性において有意であった (F,〔3,201)=5.55**, r12=.08; 12>3)。 / 休




中 間 玲 子
取の群の主効果は, 日常場面 ・ 肯定感情, 緊張場面・ 安
静感情, 緊張場面 ・ 肯定感情において有意であり, いず
れにおいても, タバコ摂取群が摂取なし群よりも得点が
高かった。 自己回帰については日常場面 ・ 自己感回復, 
緊張場面・ 自己感回復, 緊張場面・ 自己帰還, 緊張場面・ 
自己感先鋭化, 休態場面・ 自己感先鋭化において交互作
用が有意であった。 いずれも群の単純主効果は男性にお
いて有意であり, その際, 主に, お酒摂取群 ・ タバコ摂
取群と摂取なし群 ・ コーヒー摂取との間の群間差が有意
であった。 嗜好品摂取の群の主効果は, 日常場面 ・ 自己









た。 本研究で作成した尺度は, 自己感回復, 自己帰還, 
自己感先鋭化, という3 つの因子によって構成されるも
















少なく とも3 つの観点から理解が可能であろう。1 つは,
“ありのままの自分” という ものは, 他者との関係の中
でこそとらえう るものであるという こと, 2 つめは,
“ありのままの自分” という ものの中に, 人間関係が含
まれているという ことである。 前者は, 自己の適応や自
己理解のメ カニズムと して想定されるところであり, 後
者は文化心理学的な視点を用いた解釈である。 3つめは, 
「ありのままの自分」 を他者と してとらえ, それに対す
る関係性感情と関連していたという ことである。 本研究




メ カニズムは異なってく ると思われる。 「ありのままの
自分」 については, 発達的側面や病理的側面など, どの
観点から議論するかによってそのレベルや内容は様々で







れらの摂取にはそのよう な時間や空間の確保 ・ 獲得が必
然的に伴う と考えた。 そのため, 嗜好品摂取の心理学的
効果はタバコとお酒においてより顕著であろう と予想し
ていた。 本研究の結果はそれを支持するものであった。


































お酒の摂取がなされるのは, 多 く の場合, その後の仕事
や業務がない場合, つまり, - 日の終わり を感じられた









20代男性にと ってのお酒の摂取とは, おそら く フォー
マルあるいはイ ンフォーマルな飲み会や食事会での飲酒
を意味するところが多いのではないだろうか。 男性にお




































活の中で 「ルーティ ーン」 として作用していることも考
えられる。 ルーティ ーンは 「きまりきった手続きや手順。 
また, 日常の仕事。」(「ルーチン」, 2002) , 「慣習の一種
で, 日常規則的に繰り返される生活様式, とく に一定の
手順で行われる仕事をいう。 朝起きてから決まった日課
に従って生活し, 仕事を済ませ, 寝るという過程の全体
と個々の作業に, ルーティ ーンは成立する。」 (千葉 , 
1994) などと説明される。 我々は誰しも, 多くの習慣的
行為や身体化された行為を意識的あるいは無意識的に繰
り返しながら, 自分なりの日常生活を構成し, 生きてい
る。 そのよう なルーティ ーンに気づく ことは, 「自分ら
しい」 と感じる間もないほどに自分にとって当たり前の
ことになっている 「自分の日常」 に気づく ことだと言え
る。 タバコの摂取は, 他の嗜好品摂取と比べて風当たり
が強いものであるため, そのよう な習慣をもつ 「いつも
の自分」 を認識させることに寄与する可能性が高いと思
われる。 しかしながら, タバコ摂取に対する自己回帰へ
の効果は , そのよう な想定において予想されるほどには
顕著ではなかった。
ここには, タバコを摂取する者にとっての 「喫煙者と
しての自分」 のイ メージが影響しているのかもしれない。 
禁煙が叫ばれる昨今の状況下でタバコを摂取する者の中
には, 「喫煙者と しての自分」 を 「ありのままの自分」
と受容的に感じているという よりは, 「本来そう ありた
く ないのに禁煙できない自分」 と違和的に感じている者
も少なく ないのかもしれない。 嗜好品摂取に関する自己
イメ ージについても, 今後検討していく必要があろう。 
これが第二の課題である。
また, 本研究では, 摂取の量や頻度などについて考慮













2 注意については, 自身の動機, 感情, 望み, 自己に





為とは, “真の自己” に基づいて, すなわち, 他者を









3 肯定感情は 「活気のある」 「楽しい」 「充実した」 な
ど, 否定感情は 「動揺した」 「びく びく した」 「う ろた
えた」 など, 安静感情は 「ゆっく り した」 「ゆったり
した」 「平穏な」 などである。
4 自己に関連する感情は 「自尊心のある」 「自分の強
さ」 「自信のある」 「誇りのある」, 他者や関係性に関




6 ただし, a) についての教示および回答選択肢は以
下のとおりであった。 ①, ②については, 「毎日の生
活の中で, あなたは, 以下のよう な気持ちをどのく ら
い感じていますか。 ここのところどのよう な様子であ
るか, 最近の生活を振り返って, 答えてく ださい。」
という教示であり, 選択肢は同様であった。 ③につい
ては, 「普段の生活の中で, 次のよう な感じや気持ち
をあなたはどのく らい経験していますか。」 という教
示および 「まったく感じない( 0 %) ・ ほとんどない
(20%程度) ・ たまにある(40%程度) ・ よくある(60
%程度) ・ 普段はそうである(80%) ・ 常にそうである
(100%) 」 という選択肢であった。
7 安静感情と自己回帰尺度の各下位尺度得点との間の
相関は, 以下の通り : 自己帰還との相関はr = .53-.80 
(p<.001) , 自己感回復との相関はr= .38-.58 (p<.001) ,
自己感先鋭化との間はr= .40-.53 (p<.001) であった。
肯定感情と自己回帰尺度の各下位尺度得点との相関は, 
以下の通り : 自己帰還との相関はr= .39-.69 (p<.001) , 
自己感回復との相関はr= .69-.71 (p<.001) , 自己感先
鋭化との間はr = .42-.57間のであった。
8 否定的感情と自己帰還得点との間の相関は, リラ ッ
クス場面r= -.31 (p<.01) , 休憩場面 r= -.23 (p<.01) ,
否定的感情と休憩場面における自己感回復得点との相
関は r = .15 (p<.05) であった。 
24 
9 自己感情と 自己回帰尺度の各下位尺度得点との間の
相関は, 以下の通り : 自己帰還との相関はr= .21-.65
(p<.001) , 自己感回復との相関はr= .57-.73 (p<.001) ,
自己感先鋭化との間はr= .47-.56 (p<.001) であった。
関係性感情と自己回帰尺度の各下位尺度得点との相関
は, 以下の通り : 自己帰還との相関はr = .18-.64 (p<
.05-.001) , 自己感回復との相関はr= .57-.63 (p<.001) ,
自己感先鋭化との間はr = .46-.54 (pく.001) であった。 
10 「国民健康栄養調査」(厚生労働省, 2017) による20
代男女の喫煙率 (男性259名, 女性237名対象) は, 男
性26.6%, 女性6.3%, 「全国たばこ喫煙者率調査」( 日
本たばこ産業, 2018 ; 男性1,448名, 女性785名対象)
ではでは, 男性23.3%, 女性6.6%である。 本研究の喫
煙者率もおおよそ近い値と言えよう。 
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